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{1) 

平
曲
の
詞
章
と
旋
律
（
奥
村
）

章
ア
ク
セ
ン
ト
に
基
く

の
で
あ
る
。

は

じ

め

〶
平
曲
の
曲
節
（
大
旋
律
型
）
は
、
そ
の
詞
章
内
容
と
関
係
が
深
い

詞

章

と

旋

律

に
ー
語
り
物
の
こ
と
ば
と
旋
律

平
家
物
語
や
謡
曲
・
浄
瑠
璃
の
様
な
語
り
物
の
研
究
は
、
当
然
の
事
な
が
ら
文
字
だ
け
が
頼
り
の
文
学
作
品
と
は
異
っ
た
面
を
有
す
る
。

も
と
も
と
平
曲
の
如
き
語
り
物
は
、
音
楽
性
と
文
芸
性
の
共
存
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。
歴
史
的
に
見
る
と
、
神
楽
歌
や
催
馬
楽
な

ど
の
い
わ
ゆ
る
古
代
歌
謡
類
が
一
般
に
音
楽
性
中
心
で
あ
り
、
そ
の
内
容
面
が
軽
視
さ
れ
る
領
向
に
あ
っ
た
為
、
そ
れ
を
補
お
う
と
し
て

発
達
し
た
或
種
の
叙
事
詩
的
ジ
ャ
ン
ル
が
語
り
物
だ
っ
た
と
も
言
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
所
詮
中
途
半
端
な
性
格
を
脱
し
得
ず
、
や
が

て
劇
と
純
音
楽
と
に
分
離
す
る
事
と
な
っ
た
訳
で
あ
る
。

良
か
れ
悪
し
か
れ
、
文
芸
性
と
音
楽
性
と
が
渾
然
一
体
を
な
し
て
い
る
語
り
物
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
こ
で
は
当
然
、
そ
の
詞
章
と
音

楽
性
と
が
密
接
に
絡
み
合
っ
て
い
る
事
と
な
る
。

さ
し
当
り
平
曲
に
つ
い
て
み
て
も
、
果
し
て
次
の
如
く
、
そ
の
詞
章
と
音
楽
的
旋
律
と
の
間
に
極
め
て
密
接
な
相
関
性
が
認
め
ら
れ
る

〔
詞
章
↓
旋
律
〕
の
関
係

平

曲

の

奥

村

c
具
体
的
旋
律
は
概
ね
詞

雄
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と
も
見
な
し
た
い
位
で
あ
る
。

下
記
第
七
章
は
、

守
性
に
は
到
底
及
ば
な
い
。

語
り
物
と
し
て
の
平
曲
と
詞
章
変
化

⑲
テ
キ
ス
ト
に
よ
る
本
文
詞
章
の
変
化
は
音
楽
的
旋
律
と
の
関
係
が
深
い

も
旋
律
に
影
馨
さ
れ
る
場
合
が
多
い

所
で
「
語
り
物
の
研
究
に
音
楽
面
の
考
慮
が
重
要
だ
」
と
い
う
事
は
、
必
ず
し
も
事
新
し
い
提
唱
で
は
な
い
。
例
え
ば
混
美
か
を
る
氏

の
如
く
、
平
家
物
語
研
究
に
関
し
、
し
ば
し
ば
こ
の
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
ら
れ
た
方
が
あ
ろ
試
だ
が
、
し
か
し
実
際
問
題
と
し

て
、
こ
の
分
野
は
尚
い
ろ
ん
な
意
味
で
今
後
に
ま
つ
所
が
大
き
い
。

本
稿
は
、
右
記
の
中
で
も
特
に
未
開
拓
な
点
の
多
い
⑲
の
面
を
中
心
に
考
え
よ
う
と
す
る
。

テ
キ
ス
ト

語
り
物
文
芸
と
し
て
の
平
家
物
語
の
詞
章
変
化
と
言
え
ば
、
こ
の
作
品
は
他
の
文
学
作
品
に
比
し
、
本
に
よ
る
文
章
異
同
が
逢
か
に
著

し
い
が
、
そ
の
事
自
体
、
聴
覚
的
文
芸
と
い
う
平
家
物
語
の
性
格
を
如
実
に
反
映
し
て
い
る
。
盲
僧
に
よ
る
口
伝
え
相
承
は
音
楽
性
の
支

え
も
あ
っ
て
、
普
通
の
口
語
よ
り
逃
か
に
厳
格
な
伝
統
性
を
も
っ
て
い
た
様
だ
が
、
し
か
し
、
文
献
か
ら
文
献
へ
と
い
う
写
本
関
係
の
保

一
般
に
本
文
異
同
の
少
い
一
方
流
本
だ
け
を
比
較
し
た
も
の
だ
が
、

こ
れ
に
八
坂
流
本
や
屋
代
本
の
如
き
古
本
を
比

ベ
合
わ
せ
る
と
、
収
拾
が
つ
か
な
い
程
複
雑
に
な
る
。
特
に
延
慶
本
や
四
部
合
戦
状
本
な
ど
い
わ
ゆ
る
増
補
本
類
は
、
む
し
ろ
別
の
作
品

音
楽
的
旋
律
と
言
え
ば
、
覚
一
本
以
下
一
方
流
本
の
詞
章
異
同
に
お
い
て
は
、
さ
し
当
り
、
左
記
戯
曲
調
か
ら
叙
事
詩
的
文
語
調
へ
の

変
化
傾
向
が
注
目
さ
れ
る
が
、
こ
れ
も
や
は
り
八
平
曲
旋
律
の
定
着
と
い
う
事
と
相
ま
っ
て
、
そ
の
語
り
物
的
旋
律
の
音
調
口
調
を
尊
ん

だ
＞
為
の
現
象
と
言
え
よ
う
。
一
般
的
に
は
、
新
し
い
テ
キ
ス
ト
に
な
る
程
詞
章
の
増
補
傾
向
が
著
し
い
様
だ
が
、
例
え
ば
下
記
第
七
章

の
諸
例
に
お
い
て
も
、
次
の
如
く
、
語
旬
の
増
補
に
よ
り
句
調
を
ひ
き
し
め
た
現
象
が
い
ろ
い
ろ
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

団
〔
旋
律
↓
詞
章
（
こ
と
ば
）

LJ

の
関
係

①
語
音
形
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(D) c
文
語
調
助
詞

(B) (A) 

ト
書
き
の
増
補
ー
那
須
の
例
罰
罰
飼

係
助
詞
の
増
補

の
例
⑮
、

コ
ソ
ー
那
須
の
例
固
、
ゾ
ー
我
身
の
例
⑥
・
那
須
の
例
図
⑬
、
ヤ
ー
我
身
の
例
訓

ダ
ニ
ー
禿
の
例
釧
闊
⑬
、
ヲ
バ
ー
譴
の
例
⑬
．
禿
の
例
⑩
・
那
須
の
例
⑳
暉
、
ト
テ
ー
禿
の
例
⑬
、

ッ
ツ
ー
我
身
の
例
⑩

文
語
調
助
動
詞

（
指
定
）
ー
禿
の
例
仰
、
ム
ズ
ル
ー
那
須
の
例
呻

覚
一
本
の
戯
曲
性
に
つ
い
て
は
既
に
説
か
れ
た
所
で
あ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
語
り
物
的
韻
律
と
し
て
は
当
然
、

り
も
新
し
い
一
方
流
本
の
如
き
文
語
調
の
方
が
適
し
て
い
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。

詞
章
異
同
率
と
曲
節

ニ
テ
ー
那
須

こ
の
様
な
戯
曲
体
よ

こ
こ
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
平
家
物
語
諸
本
の
本
文
異
同
が
曲
節
の
種
類
と
深
い
関
係
を
有
す
る
事
で
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
平
家
物

語
十
二
巻
全
句
の
中
か
ら
「
鑢
．
禿
．
我
身
栄
花
．
―
-
代
后
・
額
打
論
•
清
水
炎
上
（
以
上
、
十
二
巻
本
の
巻
一
所
属
）

弓
流
（
同
巻
十
一
所
属
）
」
の
八
句
を
ぬ
き
出
し
、
覚
一
本
以
下
一
方
流
諸
本
の
詞
章
異
同
を
調
べ
て
み
る
に
、
左
記
一
覧
表
の
如
く
、

・
那
須
与
一
・

八
白
声
や
口
説
な
ど
音
楽
性
の
薄
い
曲
節
は
、
一
般
に
詞
章
異
同
が
著
し
く
、
歌
の
類
や
初
重
・
中
音
・
三
重
な
ど
音
楽
性
の
著
し
い
曲

節
は
異
同
が
少
い
＞
と
い
う
傾
向
性
を
認
め
得
る
。

歌
の
類
で
は
詞
章
異
同
が
全
く
無
い
し
、
そ
の
他
で
も
、
禿
・
額
打
論
•
清
水
炎
上
の
初
重
類
や
、
我
身
栄
花
・
ニ
代
后
・
額
打
論
の

三
重
類
で
は
異
同
が
認
め
ら
れ
な
い
。
更
に
細
か
く
見
て
ゆ
く
と
、
例
え
ば
我
身
栄
花
の
場
合
、
三
重
及
び
下
リ
は
二
箇
所
ず
つ
、
初
重

中
音
は
一
箇
所
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
詞
章
異
同
が
な
い
。
ま
た
初
重
の
例
五
箇
所
の
う
ち
の
三
箇
所
（
尾
崎
本
正
節
4
7
1
2
.
4
7
1
3
.
4
7
4
3

）
、
中
ユ
リ
四
箇
所
の
う
ち
の
二
箇
所
（
同

4703.4743)
、
中
音
二
箇
所
の
う
ち
の
一
箇
所
（
同

4702)
等
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ

異
同
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
辺
詳
し
く
は
次
の
一
覧
表
の
他
下
記
第
七
章
を
も
参
照
の
事
。
ま
た
尾
崎
本
平
家
正
節
の
用
例

平
曲
の
詞
章
と
旋
律
（
奥
村
）

タ
ル
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表の説明

※右の表は平家正節を底本として、覚一本以下一方流諸本の詞章差を曲節別に精査し、その八異同箇所数と各曲節の

行数（諷虎靡匹との比率＞を示したものである。

i歌 I 三

直 類初重 1！ 折類声 言I口 >I 重
類類 類説

J 1 4 ! 7 J 3 21 

／14 I 鰭
／ / / ／ ／ 

4.5 3 5. 5 9 

゜
1. 5 22.5 18 

J ゜
0 0 

ジ 1 34 10 
／ / / ／ ／ ／，禿

゜゜
a 2.5 7 2 26.5 10 

/ 0 I / 0 2 4 

゜
1 g 6 栄我

／ ／ ／ ／ 
2/ 1.5 i 9/ .5 

゜
8 24 23.5 

゜
4 花身

》 》 3 ／ 3 I 2 5 24 11 
／ 

7 7／ . 5 
／ ／ ／ 岱2.5 6 18 g 51 23.5 

I ＇ 

゜゜
1 0 3 . 2 16 

／0 〇 i 額打論／ ／ / / / ／ 
a 5 4. 5 2 7／ . 5 5 20.5 

I >
-・ 

1 1 0 1 6 45 22 炎清
／ / 5/ .5 / / ／ ／ 

゜
4 5'3'6,  5 55 19 上水

0 i 8 /2 ;I / 0 
/ 0 / 10 44 38 与那

/ / ／ 釦0 11. 5 3 0 

I゚5 

29.5 一須

1I / a / a / 0 / 0 6 10 79 32 弓
/ / ／ ／ 

0 0 0 0 8.5 9 47.5 28 流
I 

J 10 13 14 15 38 亨 133 ＾ ロ

／ ／ 
4丘 ／ 

五
／ 

7 37.5 BO 33.5 274 131. 5 

゜
0.27 〇.22 0.28 0.45 0.90 0.99 1.01 ． 計，

i. 

曲
節
別
詞
章
異
同
率
一
覧
表
（
異
同
数
／
総
行
数
）

の
示
し
方
等
も
、
第
七
章
最
後
の
注
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

18 
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り （口） (1) 

下
ケ
ー
ロ
説
の
尾
部
に
付
く
短
曲
節
で
、
単
調
な
口
説
に
変
化
を
支
え
よ
う
と
す
る
も
の
。
音
楽
性
に
富
ん
だ
陰
旋
で
、

に
似
た
面
も
あ
る
。
そ
の
全
体
に
わ
た
り
強
力
な
固
定
的
旋
律
が
布
置
さ
れ
る
。
下
ケ
の
類
と
し
て
、
武
勇
物
に
用
い
ら
れ
る
強
リ
下

d
u
 

※
こ
れ
ら
八
句
の
う
ち
、
鑢
．
禿
．
我
身
栄
花
・
那
須
与
一
の
四
句
に
つ
い
て
は
、
下
記
第
七
章
に
そ
の
詳
し
い
資
料
を
示
し
た
故
、
そ

れ
に
よ
っ
て
こ
の
表
の
意
味
の
詳
細
が
う
か
が
わ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

※
こ
こ
で
は
と
り
あ
え
ず
、
音
楽
性
が
著
し
い
曲
節
の
代
表
と
し
て
歌
の
類
や
初
重
・
中
音
・
三
重
・
折
声
、
音
楽
性
の
薄
い
曲
節
と
し

て
白
声
・
ロ
説
及
び
そ
の
尾
部
の
下
ケ
類
の
諸
曲
節
を
と
り
上
げ
た
が
、
下
記
第
七
章
で
は
す
べ
て
の
曲
節
を
と
り
扱
っ
た
故
、
つ
い

※
曲
節
名
に
つ
い
て
は
、
或
種
の
巨
視
的
観
点
か
ら
整
理
を
行
っ
た
。
例
え
ば
白
声
類
に
は
白
声
の
ほ
か
ハ
ッ
ミ
を
含
む
。
以
下
も
同
様

で
あ
る
。
下
ケ
類
ー
下
ケ
・
強
リ
下
ケ
・
長
下
ケ
・
半
下
ケ
、
折
声
類
ー
折
声
・
峯
声
、
初
重
類
ー
初
重
・
重
初
重
、
中
音
類
ー
中
音

•
初
重
中
音
・
下
リ
・
中
ユ
リ
、
三
重
類
ー
三
重
・
走
三
重
等
。
下
記
第
三
ー
一
章
を
も
参
照
の
事
。

三
ー
一

主
要
曲
節
の
音
楽
的
性
格

「
白
声
や
口
説
の
類
が
音
楽
性
に
乏
し
く
単
純
な
曲
節
で
あ
り
、
歌
の
類
や
三
重
・
中
音
•
初
重
・
折
声
の
類
が
音
楽
性
に
富
む
」
事

な
ど
、
各
曲
節
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
も
し
ば
し
ば
説
か
れ
た
所
で
あ
る
が
、
以
下
、
主
要
曲
節
の
音
楽
的
性
格
を
略
説
し
よ

白
声
—
「
節
な
く
し
て
文
句
に
か
な
ふ
」
と
言
わ
れ
る
語
り
句
。
口
説
の
一
部
か
ら
独
立
し
た
曲
節
で
あ
る
。
そ
の
尾
部
に
は
ハ
ッ

ミ
が
付
く
。

口
説
ー
陽
旋
で
単
純
な
曲
節
。

平
曲
の
詞
章
と
旋
律
（
奥
村
）

。

よ
ノ

て
参
照
さ
れ
た
い
。

初

重

等

「
一
旬
の
体
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
大
て
い
の
句
は
口
説
で
始
ま
る
。
そ
の
原
楽
型
は
〔

e
a
h
e

g. 
↑
 



（卜） 姻
準
ず
る
。

扮
て
い
る
。

~ 

一
句
は
大
て

ケ
を
は
じ
め
半
下
ケ
•
長
下
ケ
・
半
強
リ
下
ケ
な
ど
が
あ
る
。
下
ケ
・
強
リ
下
ケ
等
の
固
定
旋
律
に
つ
い
て
は
、
下
記
第
六
章
を
参
照

の
事
。拾

ー
活
澄
で
変
化
に
富
む
陽
旋
。
基
音
は
漸
降
し
て
陰
旋
で
終
る
。
上
音
・
下
音
・
呂
な
ど
種
々
の
小
ブ
｀
ン
を
含
む
。
原
楽
型
は
〔

a
d
e
a
g
e
H〕

強
声
ー
拾
に
似
て
勇
壮
だ
が
、
陰
旋
律
で
落
ち
つ
い
た
薯
き
が
あ
る
。
概
ね
口
説
の
一
部
が
独
立
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
原
楽
型

'
,
'
，
 

は
〔

a
h
c
d
a
e
c
h
e
〕

呂

指
声
ー
流
麗
で
近
代
的
な
旋
律
。
陰
陽
両
旋
だ
が
陽
旋
的
色
彩
が
強
い
。
概
ね
他
曲
節
の
つ
な
ぎ
と
な
る
。
原
楽
型
は

n
a
h
f
e

d
C
H
A
E〕

折
声
ー
音
巾
広
く
、

一
音
ず
つ
切
っ
て
装
飾
音
を
つ
け
る
陰
旋
で
悲
哀
調
。
原
楽
型
は
〔
h
e
h
a
釦

e
H
〕
。
峯
声
も
折
声
に
似

初
重
ー
揺
り
を
多
用
し
変
化
に
富
ん
だ
優
美
な
陰
旋
律
。
い
わ
ゆ
る
平
曲
的
歌
謡
調
で
美
文
調
の
感
懐
文
等
に
多
い
。

い
初
重
か
中
音
で
終
る
。
そ
の
原
楽
型
は
〔
d
e
a
f
e
h
e
H
A
〕
。
初
重
の
あ
と
に
つ
く
初
重
が
重
初
重
で
あ
る
。

⑱
中
音
ー
初
重
に
準
ず
る
が
、
そ
れ
よ
り
高
音
階
。
た
だ
し
三
重
よ
り
は
低
い
。
原
楽
型
は
公
釦

a
h
f
h
a
和

e
H
A
〕
。
中
ユ
リ

は
中
音
の
尾
部
に
つ
く
小
ブ
シ
で
あ
る
。
初
重
中
音
は
初
重
の
後
に
現
わ
れ
る
中
音
で
あ
り
、
三
重
の
後
に
現
わ
れ
る
下
リ
も
中
音
に

的
三
重
ー
初
重
や
中
音
に
準
ず
る
が
最
も
高
音
階
で
、

拾
物
等
に
見
ら
れ
る
短
章
の
三
重
で
あ
る
。

「
一
句
の
花
」
と
言
わ
れ
る
。
原
楽
型
は

n
e
a
e
h
a
e
H
〕
゜
走
三
重
は

囮
上
歌
—
歌
詠
調
で
、
中
音
等
に
似
た
陰
旋
律
。
基
本
楽
型
は
n
h
e
釦
a

釦
e
d
C
H
A

〕
。
下
歌
も
こ
れ
に
準
ず
る
が
、
音
階
が

低
い
。
上
歌
・
下
歌
・
曲
歌
い
ず
れ
も
和
歌
の
部
分
に
用
い
ら
れ
る
。
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同
に
は
到
底
及
ば
な
い
。

は
、
概
ね
白
声
や
口
説
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

大
巾
な
詞
章
異
同
と
曲
節

音
楽
性
と
い
う
事
に
つ
い
て
更
に
興
味
深
い
の
は
、
そ
の
詞
章
異
同
の
内
容
で
あ
る
。
音
楽
性
の
著
し
い
曲
節
は
詞
章
差
が
少
い
の
み

下
記
第
七
章
を
見
て
も
、
鑢
の
例
図
を
は
じ
め
、
③
⑥
⑩
．
禿
の
例
⑱
⑳
閾
・
那
須
与
一
の
例
閾
⑳
闊
闊
薗
な
ど
、
大
巾
な
詞
章
異
同

こ
れ
に
対
し
、
三
重
や
中
音
•
初
重
・
折
声
等
の
類
に
は
そ
れ
程
著
し
い
音
節
数
の
増
減
が
認
め
ら
れ
な
い
。
例
外
と
し
て
は
、
せ
い

A
"
 

ぜ
い
鑢
の
下
リ
闘
や
、
那
須
与
一
の
走
三
重

12
が
挙
げ
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
も
、
前
記
鑢
の
例
図
や
③
⑩
等
の
著
し
い
異

平
曲
の
詞
章
と
旋
律
（
奥
村
）

で
な
く
、
内
容
的
に
も
概
ね
些
細
な
違
い
に
留
ま
る
。

四
れ
つ
い
て
参
照
さ
れ
た
い
。

※
 雪

堂
『
平
語
偶
談
』
・
館
山
漸
之
進
氏
『
平
家
音
楽
史
』
、
『
日
本
文
学
研
究
』

和
三
二
年
創
元
社
）
所
収
金
田
一
春
彦
・
土
井
光
知
•
藤
井
制
心
諸
氏
の
論
文
、

記
念
論
集
）
所
収
金
田
一
氏
論
文
、
渥
美
か
を
る
氏
「
平
家
正
節
解
題
」

そ
の
他
諸
曲
節
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
自
偶
の
『
西
海
余
滴
集
』
や
熱
田
呻
吟
庵
の
『
平
家
物
語
指
南
抄
』
の
類
を
は
じ
め
、
藤
井

（
昭
和
二
七
年
）
及
び
『
平
家
物
語
講
座
⑱
』
（
昭

（
吉
川
英
史
先
生
還
暦

な
お
原
楽
型
に
つ
い
て
は
、
藤
井
制
心
氏
『
採
譜
本
平
曲
』

※
 

右
記
諸
曲
節
に
お
け
る
原
楽
型
は
す
べ
て
井
野
川
幸
次
氏
ら
名
古
屋
三
検
校
の
語
る
平
曲
に
よ
る
。

こ
こ
で
は
五
線
譜
式
音
階
表
示
を
と
ら
ず
、
次
の
如
き
略
記
法
に
よ
っ
た
訳
で
あ
る
。
ド
レ
…
・
・
・
ラ
シ
を

c
d
.
：
・
:
a
h
の
如
く
示

す
。
ま
た

A

H
…
は
オ
ク
タ
ー
ヴ
低
い
ラ
シ
…
…
を
示
し
、

f

g
…
・
：
は
オ
ク
タ
ー
ヴ
高
い
方
ソ
…
…
を
表
わ
す
。

シ
ャ
ー
。
フ
）
の
付
い
た
音
階
を
示
す
。
こ
の
略
記
法
は
以
下
の
記
述
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

@ 

（
昭
和
四
九
年
大
学
堂
書
店
）
等
々
、
説
が
多
い
。
そ
れ
ぞ

（
昭
和
四
一
年
）
等
も
参
照
の
事
。

『
日
本
音
楽
と
そ
の
周
辺
』

fiS
は

77
に
＃
（
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の
が
R
類
、

本
•
平
家
正
節
な
ど
の
新
し
い
本
で
は
、

鑢
の
例
卸
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
熊
野
信
仰
説
話
の
部
分
は
、
覚
一
本
以
降
も
詞
章
が
大
き
く
変
化
す
る
点
で
知
ら
れ
て
お
り
、
尾

崎
本
平
家
正
節
六
行
半
ぐ
ら
い
の
詞
章
が
全
体
と
し
て
揺
れ
る
。
一
方
流
本
だ
け
で
み
て
も
収
拾
が
つ
か
な
い
程
の
複
雑
さ
で
あ
る
。

敢
え
て
諸
本
の
系
譜
関
係
を
考
え
れ
ば
、
概
ね
次
の
如
き
整
理
が
で
き
そ
う
だ
が
、
し
か
し
何
れ
に
し
て
も
、
詞
章
の
揺
れ
の
著
し
さ

は
否
定
で
き
な
い
所
で
あ
ろ
う
。

，＾ヽ

② ① 
I 

、-、

⑫ ⑪ 
I I ,------.. ,-,、~

c(b)c@  (b) @ 
I I I I I I 
葉也神流藤覚
子有宮布
本本文本
．．庫・
時平本波
房家 多
刊正 野
本節 流

本

こ
の
分
類
表
を
説
明
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
先
ず
「
昔
周
の
武
王
・
…
•
'
」
を
「
さ
し
も
十
戒
を

．．． 
」
の
前
に
お
く
の
が
①
類
で
あ

り
、
そ
の
逆
が
②
類
で
あ
る
。
ま
た
①
類
の
う
ち
「
昔
周
の
武
王
：

．．．． 
」
を
清
盛
の
言
葉
と
す
る
の
が
⑪
類
、
先
達
の
言
葉
と
す
る
の
が

⑫
類
で
あ
る
。
更
に
そ
れ
ぞ
れ
を
⑧
類
⑮
類
c
類
の
三
つ
に
下
位
分
類
す
る
が
、
こ
れ
は
、
先
逹
の
言
葉
を
「
権
現
の
御
利
生
」
と
す
る

な
お
、

「
め
で
た
き
御
事
」
と
す
る
の
が
⑮
類
、
そ
の
両
者
を
含
む
の
が
◎
類
で
あ
る
。
そ
の
他
、
砥
布
本
・
波
多
野
流
本
・
也
有

思
し
い
増
補
文
の
類
は
数
多
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
部
分
が
、

こ
の
部
分
の
詞
章
異
同
が
著
し
い
事
に
つ
い
て
は
、
八
か
か
る
熊
野
信
仰
説
話
が
原
本
に
な
か
っ
た
ら
し
い
＞
と
い
う
様
な
事

情
も
考
え
合
わ
さ
れ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
八
こ
れ
が
音
楽
的
旋
律
の
薄
い
白
声
・
ロ
説
ブ
シ
で
あ
る
＞
と
い
う
事
は
や

は
り
見
逃
せ
ま
い
。
三
重
や
中
音
の
類
で
は
、
と
て
も
こ
の
様
な
大
巾
な
変
化
が
起
り
そ
う
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
原
本
に
な
か
っ
た
と

一
方
流
諸
本
で
著
し
い
詞
章
差
を
示
す
と
は
限
ら
な
い
。

波

本 本

「
い
か
さ
ま
に
も
」
と
い
う
様
な
語
の
追
加
が
認
め
ら
れ
る
。
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る
）
べ
し

下
記
第
七
章
鑢
の
例
③
や
⑩
の
詞
章
異
同
は
、
右
記
闘
の
場
合
ほ
ど
著
し
く
な
い
が
、
そ
れ
で
も
⑩
の
例
で
は
、
葉
子
本
↓
時
房
本
↓

前
田
流
本
と
次
第
に
詞
章
が
増
補
さ
れ
る
し
、
ま
た
流
布
本
で
は
敬
語
が
増
補
さ
れ
て
、
波
多
野
・
前
田
両
流
本
に
継
承
さ
れ
た
。
③
の

場
合
も
、
藤
波
本
や
静
嘉
堂
本
で
か
な
り
詞
章
が
変
り
、
流
布
本
・
波
多
野
流
本
は
藤
波
本
を
承
け
つ
つ
、
更
に
詞
章
を
動
か
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

尚
こ
こ
で
は
、
諸
本
の
詞
章
比
較
を
単
純
化
す
る
為
、
異
同
部
分
の
詞
章
単
位
を
で
き
る
だ
け
分
析
的
に
示
し
た
が
、
翻
っ
て
考
え
れ

ば
、
鱚
の
例
⑦

i
⑬
ゃ
⑳
ー
図
は
す
べ
て
右
記
閾
の
部
分
に
か
か
わ
り
合
う
。
こ
れ
ら
の
部
分
ま
で
一
緒
に
し
て
異
同
関
係
を
考
え
る

と
、
そ
れ
こ
そ
収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
、
言
を
ま
つ
ま
い
。

そ
う
い
う
意
味
で
言
え
ば
、
禿
の
⑳
や
閾
は
大
巾
な
詞
章
異
同
と
言
っ
て
も
、
つ
ま
り
は
詞
章
の
順
序
が
逆
に
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
訳

だ
が
、
し
か
し
、
前
者
の
場
合
⑩
！
釧
を
、
後
者
の
場
合
四
ー
閾
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
括
し
て
と
り
扱
え
ば
、
真
に
大
巾
な
詞
章
異
同
と
い

更
に
は
、
禿
の
例
図
ー
闊
や
、
那
須
与
一
の
例
⑩
！
釧
、
図
！
閾
、
罰

i
⑫
な
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
括
し
て
と
り
扱
う
事
が
で
き
そ
う

だ
が
、
も
し
然
ら
ば
、
そ
れ
ら
も
相
当
大
巾
な
詞
章
異
同
と
言
え
よ
う
c

こ
れ
ら
を
一
括
し
て
と
り
扱
っ
た
場
合
は
、
さ
し
当
り
正
節
本
と
覚
一
本
と
の
間
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
如
き
差
が
認
め
ら
れ
る
訳
で

あ
る
。
左
記
に
お
い
て
カ
ッ
コ
に
包
ん
だ
部
分
は
、
覚
一
本
に
あ
っ
て
正
節
本
に
な
い
詞
章
を
示
し
、
傍
線
部
分
は
、
正
節
本
に
あ
っ
て

（
衣
文
の
か
き
様
）
烏
帽
子
の
た
め
様
よ
り
始
め
て
衣
文
の
か
き
様
指
貫
の
り
ん
に
至
る
ま
で
何
事
も
冑
六
波
羅
様
と
巳

那
須
与
こ
四
~
仰

そ
れ
に
少
し
も
子
細
を
仔
ぜ
ん
殿
ば
ら
（
人
）
は
（
と
う
と
う
）

平
曲
の
詞
章
と
旋
律
（
奥
村
）

禿
閲
ー
闊

こ、.”>̀

覚
一
本
に
な
い
詞
章
を
示
す
。

う
事
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
ど
>
つ
と
う
鎌
倉
へ
下
ら
る
（
帰
ら
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章
異
同
が
少
い
。

る。

一
方
流
諸
本
に
お
け
る
詞
章
異
同
と
音
楽
性
と
の
相
関
性
を
考
え
た
訳
だ
が
、
平

家
物
語
全
篇
に
つ
い
て
み
て
も
、
事
情
は
ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
や
は
り
左
記
の

i
⇔
の
如
き
傾
向
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ

S
白
声
・
ロ
説
な
ど
音
楽
性
の
薄
い
曲
節
は
詞
章
異
同
が
特
に
甚
し
い
。

四
特
に
歌
の
類
は
詞
章
異
同
が
殆
ん
ど
な
い
。

回
三
重
・
中
音
•
初
重
な
ど
音
楽
性
の
著
し
い
曲
節
は
詞

呂
大
巾
な
詞
章
変
化
は
概
ね
白
声
・
ロ
説
に
認
め
ら
れ
る
。
困

拾
・
強
声
・
指
声
な
ど
の
類
は
、
三
軍
・
中
音
・
祖
重
等
に
比
べ
て
造
か
に
詞
章
異
同
が
甚
し
い
が
、
白
声
や
口
説
の
場
合
の
如
き
大
巾

以
上
、

こ
こ
で
は
謹
．
禿
な
ど
八
句
を
例
と
し
て
、

五
平
曲
の
詞
章
変
化
と
音
楽
性

か
く
し
て
、
下
記
第
七
章
所
掲
の
例
は
、
考
え
方
に
よ
り
、
そ
こ
で
示
し
た
形
以
上
に
大
巾
な
詞
章
異
同
と
見
る
べ
き
場
合
が
い
ろ
い

ろ
あ
る
訳
だ
が
、
そ
の
様
な
例
も
や
は
り
、
白
声
や
口
説
の
類
に
著
し
く
、
音
楽
性
に
富
ん
だ
諸
曲
節
で
は
稀
で
あ
る
。

な
お
前
記
第
一
―
―
章
の
異
同
率
一
覧
表
で
は
、
音
楽
性
の
著
し
い
曲
節
及
び
痔
い
曲
節
の
代
表
と
し
て
八
曲
節
を
と
り
上
げ
た
。
そ
の
中

間
的
性
格
と
も
言
う
べ
き
拾
の
類
や
強
声
・
指
声
等
の
諸
曲
節
は
一
お
う
省
略
に
従
っ
た
訳
だ
が
、
そ
れ
ら
は
詞
章
異
同
の
面
か
ら
み
て

も
、
概
ね
中
間
的
で
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
ら
の
諸
曲
節
は
下
記
第
七
章
の
如
く
、
初
重
・
中
音
・
三
重
な
ど
よ
り
遥
か
に
詞
章
異
同
数
が

多
い
が
、
白
声
や
口
説
の
場
合
の
如
き
大
巾
な
詞
章
異
同
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
下
記
第
七
章
を
参
照
の
事
。

る
程
な
ら
ば
（
じ
候
ひ
な
ば
）

長
き
味
方
の
御
弓
矢
の
疵
に
て

同
罰
ー
⑬
ど
宣
万
5

（
与
一
畏
っ
て
申
し
け
る
は
）
仕
つ
と
も
存
じ
候
は
ず
（
射
お
ほ
せ
候
は
む
事
不
定
に
侯
ふ
）

（
く
り
）
汀
へ
向
い
て
ぞ

同
⑳
ー
図

（
小
ぶ
さ
の
鞍
か
け
）

あ
の
扇
射
損
ず

丸
ぽ
や
す
っ
た
る
金
覆
輪
の
鞍
乞
お
い
て
（
ぞ
）
乗
っ
た
り
け
る
訓
ぎ
と
り
直
し
手
綱
か
い
い
T
一い
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平
曲
の
詞
章
と
旋
律
（
奥
村
）

誦
と
い
う
面
の
考
慮
が
う
か
が
え
そ
う
で
あ
る
。

（尾

7454
ー
7461)
な
ど
。

⑮
音
楽
性
・
韻
律
性
が
記
憶
を
助
け
る
。

（尾
1634)、

こ
れ
ら
に
関
す
る
資
料
の
詳
細
は
省
略
す
る
が
、
さ
し
当
り
、
次
の
如
き
は
何
れ
も
右
記
⇔
の
例
と
言
え
よ
う
か
。
ー
都
遷
（
正
節
本

巻
四
上
）
の
白
声
「
中
宮
？
聞
え
し
」

（尾
2364
ー
2372)
、
卒
都
婆
流
（
同
巻
一
上
）

徳
大
寺
厳
島
詣
（
同
巻
三
上
）
の
口
説
「
徳
大
寺
の
ー
お
は
し
け
る
が
」

の
口
説
「
或
夜
ー
ニ
つ
」
（
尾
2
9
2
ー
2
9
3
)
、

物
怪
（
同
巻
十
上
）

の
口
説
「
鼠
ー
申
す
」

何
れ
に
し
て
も
、
平
家
物
語
諸
本
に
お
け
る
本
文
詞
章
の
変
化
が
、
そ
の
音
楽
性
と
深
く
か
か
わ
り
合
う
事
は
確
か
で
あ
る
。
そ
こ
に

は
当
然
八
音
楽
的
旋
律
に
支
え
ら
れ
た
詞
章
の
保
守
性
＞
と
い
う
様
な
事
情
が
想
定
さ
れ
る
訳
だ
が
、
そ
の
辺
を
更
に
た
ち
入
っ
て
考
え

る
と
、
例
え
ば
左
記
⑱
i
c
の
様
な
角
度
か
ら
説
明
し
得
よ
う
か
。

⑥
音
楽
性
の
強
い
曲
節
は
師
資
相
承
の
際
に
お
け
る
厳
格
さ
が
想
定
さ
れ
る
。

c
何
か

の
事
情
で
詞
章
を
動
か
そ
う
と
し
た
場
合
、
音
楽
的
旋
律
が
固
定
し
て
い
る
部
分
は
、
そ
の
関
係
で
余
り
大
き
く
動
か
せ
な
い
と
い
う
様

な
事
も
考
え
ら
れ
る
。

右
記
⑱
は
、
音
楽
性
に
富
ん
だ
難
し
い
曲
節
の
場
合
、
習
う
弟
子
も
伝
え
る
師
匠
も
心
構
え
が
真
剣
だ
っ
た
と
考
え
る
訳
だ
が
、
ま
た

c
に
関
連
し
て
、
古
今
集
や
後
撰
集
の
詞
章
変
化
が
、
源
氏
物
語
や
枕
草
子
の
場
合
ほ
ど
著
し
く
な
い
事
な
ど
言
を
ま
つ
ま
い
。

更
に
⑮
に
つ
い
て
言
え
ば
、
京
都
の
俳
優
嵐
寛
寿
郎
氏
は
若
い
頃
の
茶
屋
通
い
に
関
し
、

訳
を
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
が
目
的
だ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
が
、
唯
、

な
異
同
は
稀
で
あ
る
。

「
東
京
弁
を
覚
え
る
為
の
小
唄
修
業
」
と
言

一
お
う
で
も
そ
の
様
な
言
訳
が
通
用
す
る
の
は
や
は
り
、
八

韻
律
に
支
え
ら
れ
た
記
憶
＞
と
い
う
事
が
前
提
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
文
字
も
読
め
な
い
五
・
六
才
位
の
子
供
が
百
人
一
首
を
暗
記
す

る
と
い
う
の
も
、
や
は
り
韻
律
の
支
え
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
古
代
人
が
当
時
の
文
字
（
音
節
）
を
整
理
し
た
場
合
も
、
「
天
地
の

夕

ヰ

詞
」
の
様
な
形
式
か
ら
漸
次
、
「
田
居
に
出
で
の
歌
」
や
「
い
ろ
は
歌
」
の
如
き
形
に
発
展
し
た
訳
だ
が
、
そ
こ
に
も
や
は
り
庶
民
の
暗

25 



の。

「
Y
•
ウ
」
な
ど
が
正
節
本
の
そ
れ
で
あ
り
、

か
く
し
て
、

六

「
平
曲
に
お
け
る
詞
章
変
化
は
、

固
定
的
旋
律
と
詞
章
変
化

あ
る
。

ぅ

下
ケ
ー
「
〉
（
沈
み
、

e
d
e
)

・
ウ
（
浮
き
、

E
a
f
)

s
 

お

さ

お

ほ

ま

は

e
)

．
＼
（
抑
へ
、

H
)
」
＋
「
ろ
（
大
廻
し
、

H
e
H
H
-
e
f
i
A
H
A
)
」

強
リ
下
ケ
—
「
上

(
a
)
・
な
(
a
h
e
)
」
＋
「
中

(
C
)
＋
～
（
強
り
、
C
A
H
)
」
の
く
り
返
し
＋
「
必
（
小
廻
し
強
り
、
H

を

)
」
＋
「
ウ
(

e

)

s
 

・
「
（
折
り
、

f
e
f
i
e
c

「

〔

e
d
e
u
.

一
般
に
音
楽
性
の
薄
い
曲
節
に
著
し
い
」
事
を
述
べ
た
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の

は
、
下
ヶ
ゃ
強
リ
下
ケ
の
類
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
前
述
第
三
ー
一
章
の
如
く
、
単
調
な
口
説
の
尾
部
に
つ
い
て
そ
の
旋
律
に
変
化
を
与

え
よ
う
と
す
る
も
の
。
そ
れ
ぞ
れ
初
重
や
強
声
等
に
も
似
た
面
の
あ
る
陰
旋
律
で
あ
る
。
口
説
類
に
比
し
途
か
に
音
楽
性
が
著
し
い
訳
だ

が
、
詞
章
変
化
の
面
で
は
口
説
等
に
匹
敵
す
る
も
の
が
あ
る
。

そ
こ
に
は
或
程
度
、
＾
固
定
的
旋
律
の
関
係
に
よ
る
詞
章
変
化
＞
と
い
う
様
な
事
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
即
ち
強
力
な
固
定
的
旋
律

は
、
前
記
第
五
章
c
の
如
く
大
巾
な
詞
章
変
化
を
阻
止
す
る
場
合
が
多
い
が
、
ま
た
一
面
、
固
定
的
旋
律
の
都
合
で
詞
章
が
動
く
と
い
う

様
な
事
も
想
定
さ
れ
る
。
特
に
下
ケ
や
強
リ
下
ケ
の
類
は
そ
の
短
い
曲
節
の
殆
ん
ど
全
体
に
わ
た
り
、
次
の
如
き
固
定
的
旋
律
が
布
置
し

て
お
り
、
そ
れ
が
或
程
度
詞
章
を
動
か
す
と
い
う
事
も
、
充
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

左
記
は
、
平
家
正
節
の
譜
記
及
び
名
古
屋
三
検
校
の
平
曲
か
ら
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
下
ケ
・
強
リ
下
ケ
の
固
定
的
旋
律
を
帰
納
し
た
も

〔

E
a
f
〕
」
等
が
現
行
平
曲
の
そ
れ
を
示
す
。

平
曲
全
体
と
し
て
、
下
ケ
や
強
リ
下
ケ
ブ
シ
は
そ
れ
ぞ
れ
数
百
例
認
め
ら
れ
る
が
、
平
家
正
節
で
は
左
記
の
様
な
譜
記
が
固
定
的
に
現

わ
れ
、
殆
ん
ど
例
外
が
な
い
。
現
行
平
曲
の
場
合
は
、
譜
本
当
時
以
降
ー
恐
ら
く
は
平
曲
自
体
の
急
激
に
衰
退
し
た
幕
末
頃
以
降
ー
に
大

き
な
旋
律
変
化
を
起
し
た
ら
し
く
、
こ
の
固
定
的
旋
律
に
つ
い
て
も
或
程
度
の
例
外
が
見
ら
れ
る
が
、
し
か
し
大
勢
は
動
か
な
い
は
ず
で

か
た
い

・
〈
力
（
片
入
り
、

e
c
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そ
の
他
に
も
述
べ
る
べ
き
事
は
な
お
多
い
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
別
の
機
会
を
ま
つ
事
と
し
、
以
下
と
り
あ
え
ず
、
平
曲
の
詞
章
異
同
と

音
楽
性
と
の
相
関
性
を
具
体
的
に
示
す
為
、
前
記
第
三
章
の
一
覧
表
所
掲
八
句
の
う
ち
「
鑢
．
禿
．
我
身
栄
花
・
那
須
与
一
」
の
四
句
に

一
方
流
諸
本
に
お
け
る
本
文
異
同
の
詳
細
を
曲
節
別
に
示
し
て
み
よ
う
。
表
示
法
等
の
説
明
は
す
べ
て
後
に
ま
わ
し
た
。

つ
き
、 八

下
ケ
や
強
リ
下
ケ
類
の
詞
章
異
同
が
、
歌
や
三
重
・
中
音
な
ど
と
異
り
、
白
声
や
口
説
の
類
の
場
合
に
匹
敵
す
る
程
で
あ
る
＞
事

は
、
前
記
第
三
章
の
一
覧
表
や
第
七
章
等
を
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
が
、
ま
た
一
面
、
余
り
大
巾
な
詞
章
異
同
が
認
め
ら
れ
な
い
点

で
、
白
声
や
口
説
の
類
と
異
質
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
事
実
も
ま
た
、
そ
の
詞
章
変
化
が
、
白
声
や
口
説
の
場
合
と
異
り
、
固
定
的
旋
律

に
よ
る
も
の
で
あ
る
事
を
思
わ
せ
る
。

所
で
、
い
わ
ゆ
る
固
定
的
旋
律
は
、
下
ケ
や
強
リ
下
ケ
に
限
ら
ず
、
初
重
・
中
音
・
折
声
な
ど
音
楽
性
の
著
し
い
曲
節
で
は
し
ば
し
ば

認
め
ら
れ
る
訳
だ
が
、
そ
れ
ら
の
場
合
は
、
固
定
的
旋
律
に
促
さ
れ
た
詞
章
変
化
と
い
う
様
な
も
の
が
、
余
り
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
違

い
に
つ
い
て
は
さ
し
当
り
、
八

S
固
定
的
旋
律
の
強
力
さ
回
旋
律
固
定
化
の
時
期
＞
と
い
う
二
つ
の
面
か
ら
説
明
で
き
よ
う
か
。

先
ず
そ
の

S
に
つ
い
て
言
え
ば
、
下
ケ
や
強
リ
下
ケ
は
前
述
の
如
く
、
強
力
な
固
定
的
旋
律
が
、
殆
ん
ど
そ
の
曲
節
全
体
に
わ
た
っ
て

認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
曲
節
の
固
定
的
旋
律
は
、
大
て
い
各
節
の
終
り
の
方
で
ご
く
局
部
的
に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
尤
も
こ
の

面
の
違
い
は
や
や
相
対
的
な
問
題
で
あ
り
、
こ
こ
で
は

0
よ
り
も
む
し
ろ
回
の
面
を
重
視
し
た
い
。

即
ち
、
八
下
ヶ
ゃ
強
リ
下
ケ
類
の
旋
律
が
、
概
ね
葉
子
本
の
頃
(
+
五
世
紀
頃
）
に
確
立
し
た
の
に
対
し
、
初
重
・
中
音
や
三
重
な
ど

の
曲
節
は
、
覚
一
本
の
頃
以
前
に
定
着
し
て
し
ま
っ
た
為
、
覚
一
本
の
頃
以
降
の
詞
章
変
化
が
少
な
か
っ
た
＞
と
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

そ
う
言
え
ば
、
初
重
・
中
音
等
の
部
分
は
、
平
松
家
本
あ
た
り
か
ら
覚
一
本
頃
ま
で
の
詞
章
変
化
が
著
し
い
様
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
詳
述

し
な
い
が
、
例
え
ば
巻
一
の
東
宮
立
や
巻
三
の
頼
豪
の
各
終
り
の
部
分
等
は
そ
の
例
と
言
え
よ
う
か
。

⑮ 
d
)
 
・
ろ

(
d
c
d
d
e
E
e
f
A
H
A
)
」

現
行
平
曲
の
旋
律
表
示
法
に
つ
い
て
は
、
前
記
第
三
ー
一
章
の
注
記
等
を
参
照
の
事
。

平
曲
の
詞
章
と
旋
律
（
奥
村
）
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た
り
し
か
ば

(
2
6
1
)

流
）
、
⑬
お
は
し
た
り
け
る
に

(
2
4
4
)
（
流
時
）
ー
ナ
シ
（
葉
覚
）
、
⑱
通
は
れ

(
2
4
4
)
（
時
葉
覚
）
ー
夜
な
／
＼
通
は
れ
（
流
）
、

（流）

I
こ
の
（
時
葉
）

⑲
或
夜

(
2
4
4
)

（
流
時
葉
）
ー
忘
れ
（
覚
）
、
四
帰
ら
れ
た
り
け
る
を

(
2
5
1
)
出
で
ら
れ
た
り
け
れ
ば
（
流
時
菓
覚
）
、
鐸
ま
た

(
2
6
1
)

次
に
（
時
葉
覚
）
、
勁
信
頼
義
朝

(
2
6
1
)

（
流
時
）

I
信
頼
卿
（
葉
覚
）
、
園
時
も

(
2
6
1
)

（
流
時
）

I
平
ら
げ
（
葉
覚
）
、
帥
調
味
し

(
2
7
4
)

（
時
葉
覚
）
ー
自
ら
調
味
し
（
流
）
、
図
我
身
く
ひ

(27

（
流
）
ー
或
時
（
時
葉
覚
）
、
⑳
か
の

(
2
4
4
)

（
流
時
葉
）
ー
時
（
覚
）
、

5
平
ら
げ

（流）

1

•
そ
の

（
覚
）
、
仰
と
り
忘
れ

(
2
5
1
)

都
へ
上
り
た
り
け
る
に
烏
羽
院
御
前
へ
召
し
て
（
時
）

．
都
へ
上
り
た
り
け
る
に
烏
羽
院
（
葉
党
）

•
上
ら
れ
た
り
け
る
に
鳥
羽
院
（
波

豊
教
波
流
時
）
ー
そ
の
頃
（
葉
覚
）
、
⑯
は
る
ば
る
と
都
へ
上
ら
れ
た
り
け
る
を
鳥
羽
院
御
前
へ
召
し
て
さ
て

(
2
4
2
)
 
（
也
豊
教
）

1

＠

口

説

⑱

皆

(
2
4
2
)

•
そ
の
故
は
古
へ
清
盛
公
（
覚
）

、.‘‘‘‘‘

時
葉
）
ー
伊
勢
海
（
覚
）
、
⑨
参
ら
れ
け
る
が

(
2
7
2
)
↓
に

り
た
り
け
る
を
（
同
）
（
時
覚
）
↓
け
れ
ば
（
流
）

（
流
時
葉
）
ー
ナ
シ

（
覚
）
、
⑲
な
る

(
2
4
2
)
（
流
葉
覚
）
ー
な
っ
て
（
時
）
、
⑮
或
時

(
2
4
2
)

（也

.
1
る
，
 

（
葉
）
‘
⑬
い
か
様
に
も

(
2
7
3
)
（
也
豊
教
波
流
）
ー
ナ
シ

•
清
盛
公
そ
の
時
は
（
他
豊
）
、
⑧
伊
勢
国
阿
野
津(
2
7
2
)

（
流
時
葉
覚
）
、
⑩
舟
へ

（
時
藤
葉
覚
）

(
2
7
2
)
 
（
流
時
葉
）
ー
舟
に
（
覚
）
、
⑪
入

葉
）
ー
そ
の
故
は
清
盛
（
流
時
）

（流

せ
ら
れ
け
る
も
（
覚
）

・
す
る
事
は
（
時
葉
）
、
＠
偏
に

(
2
7
1
)
 
（
流
）
ー
ナ
シ
（
時
葉
覚
）
、
⑦
そ
の
故
は
清
盛
公

(
2
7
2
)

困
そ
も
そ
も

(
2
7
1
)

(
2
7
1
)
ー
せ
ら
れ
け
る
事
は
（
流
）

鑢
（
流
布
本
巻
一
、
正
節
本
巻
一
上
）

（波

ー
④
白
声
①
失
せ
給
ひ
し
か
ば

(
2
5
3
)

（
流
時
葉
）
ー
失
せ
に
き
（
覚
）
、
②
次
ぐ

(
2
5
4
)

安
芸
守
と
て
味
方
に
て
勲
功
あ
り
し
か
ば
(
2
5
4
)（
也
豊
教
時
葉
覚
）I
安
芸
守
と
て
味
方
に
て
先
を
か
け
た
り
し
か
は
（
藤
）
•
清
盛

未
だ
安
芸
守
と
て
味
方
に
て
勲
功
あ
り
し
か
（
静
）
・
先
を
か
け
た
り
け
れ
ば
勧
賞
行
は
れ
き
、
も
と
は
安
芸
守
た
り
し
か
（
波
流
）
、

（
流
時
葉
）
ー
ナ
シ
（
覚
）
、
⑥
せ
ら
れ
け
る
事
を
い
か
に
と
い
ふ
に

七
曲
節
別
詞
章
異
同
一
覧

（
時
覚
）

I
次
ぎ
（
流
葉
）
、
③
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⑨ R 

臼
声
l
口
説

図
芦
こ
れ
は
め
で
た
き
御
事
か
な
、
い
か
様
に
も
権
現
の
御
利
益
と
覚
え
候
参
る
べ
し
と
、
誓
申
し
け
れ
ば
、
釦

入
道
相
国
さ
し
も
十
戒
を
保
っ
て
精
進
潔
斎
の
道
な
れ
ど
も
、
昔
周
の
武
王
の
舟
に
こ
そ
白
魚
は
躍
り
入
り
た
ん
な
れ
と
て

(
2
7
2
i
)

（
豊
教
）
ー
こ
れ
は
め
で
た
き
御
事
か
な
参
る
べ
し
と
申
し
け
れ
ば
、
入
道
相
国
さ
し
も
十
戒
を
保
っ
て
精
進
潔
斎
の
道
な
れ
ど
も
、
昔

平
曲
の
詞
章
と
旋
律
（
奥
村
）

重
飼
師
範
と
し
て

(
2
6
3
)

R

下

リ

帥

さ

れ

ば

(
2
6
4
)
 
（
時
葉
覚
）
ー
ナ
シ
（
流
）
、
図
名
付
け
ら
れ

(
2
6
4
)

ひ
（
葉
）

4
)
（
時
）
ー
ナ
シ

◎ 

初
重

（
流
時
）
ー
風
情
に
て
忠
盛
も
（
葉
）

（
流
葉
覚
）
、
仰
我
身

(
2
7
4
)
（
流
時
葉
）
ー
ナ
シ
（
覚
）
、
⑬
に
至
り

(
2
7
4
)

•
ま
で
き
は
め
給
へ
り
（
覚
）
、
囮
官
(
2
8
1
)（
時
）
ー
官
途
（
流
葉
覚
）
、
図
よ
り
も(
2
8
1
)ー
よ
り
は
（
流
時
葉
覚
）

す
ま
じ
き
官
な
れ
ど
も
入
道
相
国

(
2
6
4
)
（時）

I
け
が
す
べ
き
官
な
ら
ね
ど
も
入
道
相
国
（
葉
）

入
道
相
国
は
（
流
）
・
け
が
す
べ
き
官
な
ら
ね
ど
も
（
覚
）
、
闘
握
り
給
ひ
し

(
2
7
1
)
（
時
葉
）
ー
握
り
給
ふ

（
流
葉
覚
）
ー
師
範
し
て
（
時
）

（
流
時
）
ー
ま
で
き
わ
め
さ
せ
給

（
流
時
葉
）
ー
名
付
け
（
覚
）
、
闘
け
が

・
け
が
す
べ
き
官
な
ら
ね
ど
も
こ
の

（
流
）
・
振
ら
れ
し
（
覚
）

⑮
風
情
に
て
忠
盛
の

(253)

・
風
情
に
忠
盛
も
（
覚
）
、
⑯
多
か
り
け
り

(27

党
）
、
⑬
有
て

(
2
4
4
)

・
歌
は
（
覚
）

念）

指
声

（
流
時
）

I
申
し
（
葉
覚
）
、
囮
斜
な
ら
ず
に

(
2
4
4
)

（
流
時
葉
）

I
有
り
け
り
（
覚
）
、
仰
歌
を

(
2
4
4
)
ー
歌
を
ば
（
流
時
葉
）

至
り
（
流
）

覚
）
、
闊
蒙
り

(
2
6
3
)

（
時
）
ー
蒙
っ
て

⑩
申
さ
れ

(
2
4
3
)

（
流
葉
覚
）
、
⑩
宮
中
に

(
2
6
3
)
 

＠ 
ナ
シ

（
時
藤
葉
覚
）

（
流
時
葉
覚
）
、
閲
至
り

(
2
6
2
)

（
党
）
ー
至
る
（
流
時
葉
）
、
岡
至
ろ

ア
ガ

箇
上
っ
て

(
2
6
2
)
I経
上
っ
て

•
上
る
（
時
葉
覚
）
、
関
大
将
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど(
2
6
3
)大
将
に
は
あ
ら
ね
ど
も
（
流
葉
）
・
大
将
に
あ
ら
ね
ど
も
（
時

（時）

I
宮
中
を
（
流
葉
覚
）

（
時
）
ー
院
大
き
に
（
流
）

拾

◎
下
ケ
図
仰
せ
け
れ
ば
忠
盛

(
2
4
3
)

（
流
時
葉
）
ー
お
尋
ね
あ
り
け
れ
ば
（
覚
）
、
闘
畏
っ
て

(
2
4
3
)
 

は
せ
ら
る

(
2
7
4
)
 
（
流
時
葉
）
ー
食
は
せ
ら
れ
け
り
（
覚
）
、
図
下
向
の
後

(
2
7
4
)

4
)
 
（
琉
時
葉
）
ー
ナ
シ

（
覚
）
、
倒
郎
党

(
2
7
4
)

（
流
時
葉
）
ー
侍
（
覚
）
、
図
に
も

(
2
7
4
)

・
ナ
シ

（葉

(
2
6
2
)

ー

（
覚
）
、
畑
食

（
也
豊
教
波
流
）

1

（
流
時
葉
）
ー
に

（
時
）
ー
ナ
シ
（
流
葉
覚
）

29 
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（
流
）
ー
為
に
（
時
葉
覚
）
、
⑱

（
流
）
ー
法
名
は
（
時
葉
覚
）
、
⑮
付
給
ヘ

・
す

（
流
布
本
巻
一
、
正
節
本
巻
八
上
）

周
の
武
王
の
舟
に
こ
そ
白
魚
は
躍
入
り
た
な
れ
と
て
（
時
）
•
こ
れ
は
め
で
た
き
御
事
な
り
急
ぎ
参
る
べ
し
と
申
し
け
れ
ば
、
さ
し
も
十

戒
を
保
っ
て
精
進
潔
斎
の
道
な
れ
ど
も
、
昔
周
の
武
王
の
舟
に
こ
そ
白
魚
は
躍
り
入
り
た
り
け
れ
と
て
（
葉
）
•
こ
れ
は
権
現
の
御
利
生

な
り
急
ぎ
参
る
べ
し
と
申
し
げ
れ
ば
、
清
盛
宣
ひ
け
る
は
昔
周
の
武
王
の
舟
に
こ
そ
白
魚
は
瞳
り
入
り
た
る
な
れ
こ
れ
吉
事
な
り
と
て
、

か
り
十
戒
を
保
ち
精
巡
潔
斎
の
道
な
れ
ど
も
（
党
）
．
昔
周
の
武
王
の
舟
に
こ
そ
白
魚
は
躍
入
っ
た
る
な
れ
い
か
様
に
も
こ
れ
さ
ば
は
権

滉
の
御
利
生
と
党
え
候
参
る
べ
し
と
申
し
け
れ
ば
、
さ
し
も
十
戒
を
保
っ
て
精
遮
潔
斎
の
道
な
れ
ど
も
（
波
流
）

口
説
ー
初
重
翻
霊
う
ち
続
ぎ
口
吉
事
の
み

(
2
7
4
)
う
ち
続
い
て
吉
事
の
み
（
時
）

強
下
ケ

(
2
6
1
)
、
上
歌

(
2
4
3
)

(
2
5
1
)
 

①
ま
た

(5574)
ー
そ
の
故
は
（
流
時
葉
覚
）
、
岡
そ
ろ
え
て

(5574)

（
巳
教
葉
覚
）
ー
す
く
っ
て
（
翌
波
流
）

く
へ
て
（
時
）
ヽ
⑧
往
反
す

(5581)

（
也
豊
教
）
ー
往
反
し
け
り
（
波
流
時
葉
覚
）
、
国
御
上

(5581)

（
也
豊
教
）
ー
御
事
（
波
流

）
・
御
事
を
（
時
葉
）
・
事
（
覚
）
、
⑥
出
だ
さ
ざ
る
程

(5581)
ー
出
だ
さ
ざ
ら
ん
程
（
豊
）
・
出
だ
さ
ぬ
程
（
波
流
時
葉
覚
）
・
出

だ
さ
ぬ
内
（
也
）
・
出
だ
さ
る
る
程
（
教
）
、
側
聞
き
出
だ
す
と
早

(5581)

（
也
）
ー
ナ
シ
（
豊
教
波
流
時
葉
覚
）
、
⑰
催
し

(5581

）
（
也
豊
教
）
ー
廻
し
（
波
流
時
葉
）
．
廻
し
て
（
覚
）
、
⑧
そ
の

(5581)

（
也
豊
教
時
葉
）
ー
彼
の
（
波
流
覚
）
、
⑲
か
ら
め
取
て

(5582)

（
時
覚
）
ー
か
ら
め
て
（
流
葉
）
、
⑩
六
波
羅

(5582)

（
時
葉
）

I
六
波
羅
殿
（
流
覚
）

（
也
豊
教
時
葉
）
ー
清
盛
公
（
波
流
覚
）
、
⑬
為
に
と
て

(5562)

R
 

▽
異
同
無
し

、‘,’I

禿

（
 

①

白

声口
説
⑪
清
盛

(5562)

忽
ち
に

(5562)

（
也
豊
教
時
葉
覚
）
ー
即
ち
（
波
流
）
、
⑯
法
名
を
ば

(5562)

）
（
流
時
）
ー
名
の
ら
れ
け
れ
（
葉
覚
）
、
⑯
そ
の
故

(5563)

（
流
時
葉
）
ー
そ
の
し
る
し
（
党
）
、
⑬
凡
そ
人
の

(5563)

ボ
ン

教）

I
凡
人
の
（
時
）
・
自
ら
人
の
（
波
流
）
・
人
の
（
葉
覚
）
、
⑱
出
家
の
後
も
栄
耀
は
尚
尽
き
ず
と
ぞ
見
え
し

(5563)

ー
ナ
シ
（
葉
覚
）
、
⑲
従
ひ
つ
き
奉
る

(5563)

＠ 

（
流
）
ー
従
ひ
つ
く
（
覚
）

・
思
ひ
つ
き
奉
る
（
時
）

（
流
時
）

・
思
ひ
つ
く
（
葉
）
、
閾
従
ひ

•
吉
事
の
み
う
ち
統
い
て
（
流
葉
覚
）
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折
声

（
時
葉
）

•
か
た
は
ら
に
寄
合
て
（
流
）
・
人
の
き
か
ぬ
所

31

・
御
成
敗
に
も
世
に
余
さ
れ
た
る
程
の
（
流
）

・
御

（
流
時
葉
）
ー
ま
た
い
か
な
る
賢
王
の
御
ま
つ
り
事
も
（
覚
）
、
仰
御

◎

下

ケ

＠
と
⑭
が
逆
（
波
流
葉
覚
）
、
釧
普
く

(5564)

（
波
時
葉
覚
）
ー
普
き
（
也
豊
教
）

R

R

 

）
ー
御
一
家
（
波
流
葉
覚
）
、
⑬
花
痴
紐
率
紐
E
叩
沿
渕
函
霰
宍
呵

⇒

野
伍
勾
船
呂
忍
‘
に
言
ひ
て
ん
し
か
ば

⑮
が
逆
（
波
流
時
葉
覚
）
、
閻
だ
に
言
ひ
て
ん
し
か
ば

(5564)

（
時
葉
）
ー
だ
に
言
へ
ば
（
流
）

（
流
覚
）
ー
時
忠
卿
（
時
葉
）
、
図
者

(5571)

（
也
豊
教
流
時
葉
）
ー
か
か
り
し
か
ば
（
波
覚
）
、
図
こ
の

(5571)

相
か
ま
へ
て
そ
の
（
葉
覚
）
、

葉
覚
）
＇
ー
我
も
人
も
（
波
）
、

き
様
指
貫
の
り
ん

(5572)

・
人
（
覚
）
、
閾
入
道

(5571)

（
流
時
葉
）

I
面
を
向
へ
肩
を
並
ぶ
る
（
覚
）
、
四
者

(556

（
葉
）
ー
ま
た
入
道
（
流
時
）

•
さ
れ
ば
入
道
（
覚
）
、
図
時
忠
卿
の
（

（
流
時
葉
）
ー
人
（
覚
）
、
仰
人
非
人
た
る

(5571)

闘
ゆ
か
り

(5571)

（
也
豊
教
時
葉
覚
）

I

一
門
（
波
流
）
、
閲
い
か
な
る
人
も

(5571)
（
也
豊
教
流
時

閲
烏
帽
子
の
た
め
様

(5572)

（
流
時
葉
）
ー
衣
文
の
か
き
様
烏
帽
子
の
た
め
様
（
覚
）
、
岡
衣
文
の
か

（
也
豊
教
）

I
衣
文
の
指
貫
の
り
ん
（
時
）

（
也
豊
教
）
ー
何
事
も
（
波
流
時
葉
）

・
衣
文
の
か
き
様
（
波
流
葉
）

、/`'’、
/‘l

(5572)

・
ナ
シ
（
覚
）
、
闊
六
波
羅
様
と
だ
に

(5572)

（
流
時
葉
）
↓
ナ
シ
（
覚
）
、
⑩
凡

そ

(5582)

（
也
豊
教
波
時
）
ー
さ
れ
ば
（
流
葉
覚
）
、
仰
あ
ら
は
し

(5582)

（
流
時
葉
）
ー
あ
ら
は
れ
（
覚
）
、
⑫
だ
に
言
ひ
て
ん

し
か
ば

(5582)

（
也
豊
教
時
葉
）
ー
だ
に
言
へ
ば
（
波
流
）
・
言
ひ
て
し
か
ば
（
覚
）
、
⑬
皆

(5583)
（
流
時
葉
）
ー
ナ
シ
（
覚
）
、

⑭
通
し

(5583)

（
流
葉
）
—
通
り
（
時
覚
）

‘
‘
~
、

⑮
言
ひ
て
ん
し
か
ば

(5572)

（
也
流
時
葉
）
↓
け
れ
（
覚
）

⑯
い
か
な
る
賢
王
賢
主
の
御
ま
つ
り
事

(5572)

◎
 

成
敗
を
も
世
に
余
さ
れ
た
る

(5573)
ー
御
成
敗
に
も
世
に
余
さ
れ
た
る
（
時
葉
）

成
敗
も
世
に
余
さ
れ
た
る
（
覚
）
、
⑬
人
の
聞
か
ぬ
所
に
寄
合
て

(5573)

平
曲
の
詞
章
と
旋
律
（
奥
村
）

5571) 

覚
）
、
図
さ
れ
ば

(5571)

4
)
 

（
流
時
葉
）
↓
な
る
（

（
也
豊
教
波
流
）
ー
そ
の
（
時
）

・
ナ
シ
（
覚
）
、
閲
何
事
も
皆

（
流
葉
）
ー
君
（
時
）

4
)
 

6
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（
流
時
）
ー
ナ
シ
（
葉
覚
）
、
図
肩
を
並
べ
面
を
向
ふ

(5564)

・
言
ひ
て
ん
し
か
ば
（
覚
）
、
図
誰

(5564) 

付
き
奉
る
事
ぱ
陶
る
雨
の
国
土
を
湿
す
が
如
く
、
世
の
普
＜
仰
げ
る
事

tcl臥
<

木
を
靡
か
す
に
同
じ

(5563)

（
也
豊
教
時
）
↓

・
ナ
シ
（
流
）
、
四
一
家

(5564)

（
也
豊
教
時

（
也
豊
教
）
↓
R
と



、一

那
須
与

＠

口

説

⑰

八

オ

の

年

.,＇, 
．
．
 
,＇ 

ら
れ
て
後
に
は

(4722)

(4721) 

に
て
（
覚
）

▽
異
同
な
し

皿
我
身
栄
花
（
流
布
本
巻
一
、
正
節
本
巻
七
上
）

④

白

声

そ

(4733)

①
高
倉
院

(4732)

（
時
葉
覚
）
［
こ
れ
は
高
倉
院
（
流
）
、
②
北
の
政
所
（
4732)

（
也
波
流
時
葉
覚
）
［
御
台
政
所

（
豊
）
ヽ
③
御
時

(4733)

（
流
時
）
ー
時
（
葉
覚
）
、
田
蒙
り

(4733)

（
也
時
葉
覚
）
ー
蒙
ら
せ
給
ひ
て
（
豊
波
流
）
、
⑮
人
に
て

（
流
時
）

1
人
に
て
（
葉
覚
）
、
＠
ま
し
ま
し
け
る

(4733)

（
流
布
本
巻
十
一
、
正
節
本
巻
一
下
）

（
流
時
）
ー
ま
し
ま
し
け
り
（
葉
覚
）

（
流
時
葉
）
ー
八
オ
の
時
（
覚
）
、
⑥
御
約
束

(4722)

（
流
時
）
ー
約
束
（
葉
覚
）
、
⑨
違
へ

（
時
）
↓
て
（
流
葉
）
・
ナ
シ
（
覚
）
、
⑩
恋
ひ
つ
つ
（

4723)
（
流
時
）
ー
恋
ひ
（
葉
覚
）
‘
⑪
立
て

(4723

（
流
時
）
ー
立
て
て
（
葉
覚
）
、
⑬
こ
れ
は
(
4
7
3
4
)
（
流
）
ー
お
は
せ
し
は
（
覚
）
•
お
は
し
け
る
は
（
時
葉
）
、
⑬
参
ら
っ
さ
せ

.9,l
』

(4734)
参
ら
せ
（
流
時
葉
覚
）
‘
⑲
偏
に

(4741)
（
流
時
）
ー
ナ
シ
（
葉
覚
）
、
⑮
花
山
院
殿
の

(4741)
（
流
時
覚
）
↓
に
（
葉
）

◎

下

ケ

⑱

皆

(4723)

（
時
）
ー
ナ
シ
（
流
葉
覚
）

＠

初

重

⑬

十

六

人

(4703)

（
流
時
覚
）
ー
ナ
シ
（
葉
）
、
⑱
皇
子
（

4731)

（
時
葉
党
）
ー
ニ
十
二
に
て
皇
子
（
流
）
、
⑩
及

ば
れ
ず

(4732)

（
流
）
ー
及
ば
ず
（
時
葉
覚
）

＠

重

初

重

闊

末

代

と

は

(4714)

（
流
時
覚
）

I
末
代
と
（
葉
）

i
 

◎
中
音
仰
申
さ
れ
け
れ
ば
に
や

(4724)

（
流
時
葉
）
↓
ナ
シ
（
覚
）

R

中

ユ

リ

四

嫡

子

(4102)

（
流
葉
覚
）

I
嫡
男
（
時
）

▽
変
化
無
し
口
説

(4704)
、
下
ケ

(4704)

（
4741)
、
初
重

(4712)

（4713)

（
4743)
、
中
音

(4702)
、
初
重
中
音
（

m
3
)
、
下
リ

(
m
2
)

（
4742)
、
中
ユ
リ

(4703)

（4
7
2
4
)
(
4
7
4
3
)
、
三
重

(4711)

（
m
1
)

‘,'‘ lV 
（
 

ハ
ッ
ミ

(5582)
、
半
下
ケ

(5583)
、
初
重

(5583)
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れ
／
＼
（

7
2
4
)

◎

口

説

闊
つ
は
者

(724)

◎ 

ハ
ッ
ミ

罰
と
申
す

(741)

（
流
時
葉
）
↓
け
れ
ば
（
覚
）

（
流
時
葉
）
ー
向
い
て
（
覚
）

(754) 

（
流
）
↓

遥
し
き
に

(753)

そ
（
葉
）
、
飯
宣
ひ
け
る

(752)

れ
ん
を
ば

(753)

（
流
時
葉
）
↓
は
（
覚
）
、
図
存
じ

(753)

（流）

I

知
り
（
時
葉
覚
）
、
図
候
は
ず

(753)

（
流
時
覚
）
ー
宣
ひ
け
れ
（
葉
）
、
斡
さ
候
は
ば

(753)

（
覚
）
、
飼
は
づ

倉
へ

(752) 

7
3
4
)
 

（
時
葉
覚
）
ー
候
ふ
ら
め
（
流
）
、
②
大
将
軍

(733)

（
葉
覚
）
ー
大
将
軍
の
（
流
時
）
、
⑧

（
流
時
葉
）
ー
御
覧
ぜ
ば
（
覚
）
、
固
と
こ
そ

(734)

（
流
時
）
ー
と
（
覚
葉
）
‘
⑥
存
じ
候
へ

（
流
時
）
ー
覚
え
候
ふ
（
葉
覚
）
、
⑱
さ
り
な
が
ら
も

(734)

（
時
）
ー
さ
り
な
が
ら
（
流
）
・
さ
は
候
へ
ど
も
（
葉
）

（
流
時
葉
）
ー
ナ
シ

（
流
時
）
ー
ベ
う
（
葉
覚
）
‘
⑥
申
し
け
れ
ば

(734)

（
覚
）
、
暉
暇
か
ば
＼
的
ゴ
碕
酎
口
出
（
7
3
4
)

（
流
時
葉
）
↓
⑧
と
⑮
が
逆
（
覚
）
‘
⑬
と
宣
へ
ば

(
7
4
1

（
時
覚
）
ー
と
問
ひ
給
へ
ば
（
流
）
ー
ナ
シ
（
葉
）
、
⑬
上
手
（
7
4
1
)

（
時
葉
覚
）
I
手
だ
れ
（
流
）
、
⑱
多
う

(741)

（
流
時

ー

葉
）
I
い
く
ら
も
（
覚
）
‘
⑮
宗
隆
と
て

(741)
ー
宗
隆
こ
そ
（
流
時
葉
覚
）
、
⑮
小
兵
に
て
は

(741)
↓
で
は
（
流
時
覚
）
．
で
（
葉

)
、
⑩
手
は
き
い
て
候
ふ
（
7
4
1
)

（
流
時
）
ー
手
き
き
で
候
へ
（
葉
覚
）
、
⑬
そ
れ
に

(752)

（
流
時
）
ー
ナ
シ
（
葉
覚
）
‘
⑱
殿

ば
ら

(752)

（時）

I

人
々
（
流
葉
）
・
人
（
覚
）
、
暉

5mお
m‘と
引
己
列
T
危
2
)

（
流
時
葉
）
↓
⑧
と
⑮
が
逆
（
覚
）
‘
⑳
鎌

（
流
時
葉
）
ー
ナ
シ
（
覚
）
、
仰
下
ら
る

(752)
ー
帰
ら
る
（
流
時
葉
覚
）
、
四
と
ぞ

(752)

候
ふ
ま
じ
（
時
）
、
閾
御
綻
で
候
へ
ば

(753)

（
流
時
覚
）
ー
ナ
シ
（
葉
）
、
図
黒
き
馬

(753)

（
流
時
葉
）
ー
遥
き
に
小
ぶ
さ
の
脈
か
け
（
覚
）
、
仰
金
覆
輪
の

(754)

（
葉
）
ー
鞍
（
流
時
覚
）
、
図
置
い
て

(754)

ナ
シ
（
時
葉
覚
）
、
箇
く
つ
て

(754)

（
流
時
覚
）
ー
黒
馬
（
葉
）
、
⑳

（
流
時
）
ー
ナ
シ
（
葉
覚
）
、
図
鞍
を

'
,
J
 

（
流
時
）
ー
握
い
て
ぞ
（
葉
覚
）
、
岡
乗
た
り
け
る
が

(754)

（
流
時
葉
）
ー
く
り
（
覚
）
、
韓
向
い
て
ぞ

(754)

ー

（
流
時
）
ー
ナ
シ
（
葉
覚
）
、
飼
歩
ま
せ
け
る

(754)

（
流
時
葉
）
ー
者
（
覚
）
‘
⑩
二
十
騎

(724)

（
流
時
覚
）
ー
ナ
シ
（
葉
）
、
⑫
馳
来
る
程
に

(724)

平
曲
の
詞
章
と
旋
律
（
奥
村
）

（
流
時
葉
）
ー
ナ
シ

（
流
葉
覚
）
ー

（
流
時
覚
）
ー
ニ
十
駒
ば
か
り
（
葉
）
、
仰
打
連

（
流
時
葉
）
ー
参
り
け
れ
ば
（
覚
）
、
⑬
三
百
余
崎
に

(73

候
へ

（
覚
）
、
⑰
べ
う
も

(734)

4
)
 

④

①

侯

ふ

め

れ

(
7
3
3
)

御
覧
ぜ
ら
れ
ん
所
を

(
7
3
4
)

(73 

白
声

（
流
時
葉
）
ー
申
す
（
覚
）
、
⑨
判
官
（

（
流
時
覚
）
ー
と
こ

•
さ
も
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未
だ
扇
の
あ
は
ひ

(
7
6
1
)
ー
尚
扇
の
交
は
（
流
時
覚
）

・
扇
の
交
な
ほ
（
葉
）

海
の
お
も
て

(
7
6
1
)
 

•
海
（
覚
）
、
潤
入
れ
た
り
け
れ
(
7
6
1
)

ひ
ぬ
と
（
覚
）
、
閻
存
じ

(
7
6
1
)

（
時
）
ー
覚
え

（
時
）
ー
海
の
中
（
流
葉
）

（
流
葉
覚
）
、
閥
頼
も
し
げ

(
7
6
1
)

（
時
葉
）
ー
こ
の
若
者
一
定
（
流
覚
）
、
詞
仕
つ
っ
べ
う

(
7
6
1
)

（
流
時
葉
）
ー
ナ
シ

（
時
）
ー
仕
ら
ん
と
（
葉
）

・
仕
ら
う
ず
る
と
（
流
）

（
流
覚
）
ー
よ
に
頼
も
し
げ
（
時
葉
）
、
閥

（
流
時
葉
）
ー
人
れ
た
れ
（
覚
）
、
釧

・
仕
り
候

)
、
⑰
べ
う
も

(
7
5
1
)

（
流
時
）
ー
ベ
う
（
葉
覚
）
、
閻
与
一
が

(
7
5
4
)

（
覚
）
、
詞
一
定
こ
の
若
者

(
7
5
4

じ
候
ふ
程
な
ら
ば
（
葉
）

・
射
損
じ
候
な
ば
（
覚
）
‘
⑫
御
弓
矢
の
き
ず

(
7
5
1
)

（
流
時
）
ー
弓
矢
の
御
き
ず
（
葉
）
ー
御
き
ず
（
覚

(
7
5
1
)
ー
こ
れ
を
（
流
時
葉
）

・
ナ
シ
（
覚
）
、
仰
射
損
ず
る
程
な
ら
ば

(
7
5
1
)

（
時
）
ー
射
損
ず
る
も
の
な
ら
ば
（
流
）

・
射
損

と
も
存
じ
候
ら
は
ず

(
7
5
1
)

（
流
時
）
ー
仕
ら
う
と
も
存
じ
候
は
ず
（
葉
）

・
射
お
ほ
せ
侯
は
む
事
不
定
に
候
ふ
（
覚
）
、
⑳
あ
の
扇

ば

(
7
5
1
)

（
流
）
ー
ナ
シ
（
時
葉
覚
）
、
闘
ナ
シ

(
7
5
1
)
 
（
葉
）
ー
与

（
流
時
）

・
与
一
畏
っ
て
申
し
け
る
は
（
覚
）
、
闘
仕
つ

（
流
）
ー
宗
高
（
時
葉
覚
）
、
飼
射
て

(
7
4
4
)
 
（
流
時
覚
）
ー
射
（
葉
）
、
闘
敵

(
7
4
4
)

）
、
脳
射
落
し
候

(
7
4
2
)
（
流
時
葉
）
ー
射
落
す
者
で
候
（
覚
）
、
飼
判
官

(
7
4
4
)

（
流
時
）
ー
ナ
シ
（
葉
党
）
、
闘
与
一

（
流
時
葉
）
ー
平
家
（
覚
）
、
闘
と
宣
ヘ

(
7
4
4
)
 

覚）

I
証
拠
が
あ
る
か
（
流
）
、
躙
と
宣
へ
ば

(
7
4
1
)

（
流
時
）
ー
ナ
シ
（
葉
覚

7
3
2
)
ー
き
た
る
が

（
流
時
葉
）
・
き
て

（
党
）
、
闘
判
官

(
7
4
1
)

（
流
時
葉
）
ー
ナ
シ

（
流
時
）
ー
ナ
シ
（
葉
覚
）
、
闘
証
拠
は
い
か
に

（
時
葉
覚
）
ー
ナ
シ
（
流
）
、
仰
さ
ん
候

(
7
4
2
)

(
7
4
1
)
 
（
時
葉

7
3
2
)
 

（
覚
）
、
国
女
房
の

(
7
3
2
)
 

（
流
時
葉
）
ー
程
（
覚
）
、
飼
年
の

（
流
時
葉
）
ー
女
房
の
誠
に
優
に
美
し
き
が

（
覚
）
、

翻
着
た
り
け
る
が
（

七
八
段
ば
か
り
（
流
時
葉
覚
）
、
図
に
も

(
7
3
2
)

（
流
時
）
ー
に
（
葉
覚
）
、
翻
所

(
7
3
2
)

こ
吾
よ
せ
け
り
（
葉
覚
）

•
こ
ぎ
よ
せ

（
流
時
）
、

細
渚

(
7
3
2
)
ー
渚
よ
り

（
流
時
葉
）

・
磯
へ
（
覚
）
、

図
七
八
段

(
7
3
2
)
|
 

7
3
1
)
 
（
葉
）
ー
小
舟
（
流
時
覚
）
、
闘
向
い
て
ぞ

(
7
3
1
)
ー
向
い
て
（
葉
覚
）

・
向
っ
て
（
流
時
）
、
図
漕
が
せ
け
る

(
7
3
1
)
|
 

ー
ー
ナ
シ

（
葉
覚
）
、
佃
こ
こ
に

(
7
3
1
)
 
（
時
）
ー
ナ
シ

（
流
葉
覚
）
、
⑰
沖
の
方

(
7
3
1
)

（
時
覚
）
ー
沖
（
流
葉
）
、
⑱
小
舟
を
（

1
)
 
（
流
時
）
↓
に
ぞ
（
葉
党
）
、
糾
な
り
給
ひ
ぬ

(
7
3
1
)
 
（
流
時
）
ー
な
り
に
け
る
（
葉
覚
）
、
⑮
源
平
互
に

(
7
3
1
)
 
（
流
時
）
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流） 葉） （
流
時
）
ー
ナ
シ

）
ー
ば
か
り
は
（
葉
覚
）
、
仰
と
ぞ
見
え
し

(
7
6
2
)

R

拾

鋤

未

だ

(
7
4
2
)

（
流
時
葉
）
ー
ナ
シ
（
覚
）
、
闘
匂

(
7
4
3
)

3
)

（
流
時
葉
）
ー
ナ
シ
（
覚
）
、
瞬
矢
負
ひ

(
7
4
3
)

な
し
（
覚
）
、
闊
わ
り
あ
は
せ
て

(
7
4
3
)

（
覚
）
、
閾
脱
い
で

(744)

⑨ RCB 
7
4
2
)
 

上
音

強
リ
下
ケ
図
陸

(
7
3
3
)
（
流
時
覚
）
ー
渚
（
葉
）
、
図
向
い
て

(
7
3
3
)
（
流
時
覚
）
ー
向
っ
て
（
葉
）
、
細
招
き
け
る

(73

（
流
時
葉
）
ー
招
い
た
る
（
覚
）
、
飼
と
申
し
け
れ
ば

(
7
4
2
)

・
ナ
シ
（
覚
）
、
閲
判
官

(
7
4
2
)

（
葉
覚
）
、
闘
与
一
よ
ベ

（
流
）
—
与
一
召
せ
（
時
）

（
流
時
葉
）
ー
召
さ
れ
た
り
（
覚
）
、
闘
申
し
け
れ
ば

(
7
5
1
)

（
時
）
ー
海
へ

（
流
時
葉
）
ー
矢
の
そ
の
日
の
軍
に
射
て
少
々
残
り
た
り
け
る
を
頭
高
に
負
ひ

（
流
時
葉
）
ー
ナ
シ
（
覚
）
、
罰
は
い
だ
り
け
る

(743)

（
流
時
葉
）
ー
ぬ
ぎ
（
覚
）
、
闘
御
前
（
7
4
4
)

（
流
時
葉
）
ー
前
（
覚
）

◎

闘

射

損

ず

る

(764)

（
時
）
ー
こ
れ
を
射
損
ず
る
（
流
葉
覚
）
、
圃
程

(
7
6
4
)
（
時
葉
）
ー
も
の
（
流
覚
）
、
闊
帰
さ

ん

(
7
7
1
)
（
流
）
ー
迎
へ
ん
（
時
葉
覚
）
、
園
風

(
7
7
1
)

（
時
）
ー
風
も
（
流
葉
覚
）
、
圃
弱
つ
て

(
7
7
1
)

（
流
時
葉
）
ー
弱
り
（

覚
）
、
園
こ
そ

(772)

（
流
時
）
ー
ぞ
（
葉
覚
）
、
閾
鏑
は
（
7
7
2
)

（
流
時
葉
）
ー
ナ
シ
（
覚
）
、
閾
程
に

(772)

（
流
時
葉
）

ー
程
（
覚
）
、
圃
海
に

(
7
7
3
)

（
流
葉
覚
）
、
圃
春
風
に

(
7
7
3
)

（
流
時
葉
）
ー
し
ば
し
ば
虚
空
に
ひ
ら
め
き
け
る

が
春
風
に
（
覚
）

下
音
暉
別
し
て
は

(
7
6
4
)

（
流
時
葉
）
ー
ナ
シ
（
覚
）

呂

皿

な

し

(
7
6
3
)

（
流
時
葉
）
ー
ぞ
な
き
（
覚
）
、
血
な
り
に
け
れ

(
7
7
2
)

強

声

血

今

度

(
7
5
2
)

（
流
時
）
ー
ナ
シ
（
葉
覚
）
、
叫
赴
か
ん
ず
る
者
ど
も

(
7
5
2
)

．
赴
か
ん
殿
ば
ら
（
覚
）
、
岡
皆

(
7
5
2
)

（
流
時
）
ー
ナ
シ
（
葉
覚
）
、
暉
命
を
ば

(
7
5
2
)
ー
命
を
（
時
葉
覚
）

平
曲
の
詞
章
と
旋
律
（
奥
村
）

（
時
）
ー
な
っ
た
り
け
る
（
流
葉
覚
）

（
時
）
ー
向
は
ん
ず
る
者
ど
も
（
流

・
下
知
を
（

（
流
時
葉
）
—
は
ぎ
ま
ぜ
た
る

（
葉
）
ー
威
し
（
流
時
覚
）
、
岬
二
十
四
指
い
た
る

(74

（
時
）
ー
と
こ
そ
見
え
た
り
け
れ
（
流
葉
覚
）

(
7
4
2
)
 

（葉）

（
流
時
葉
）
ー
申
す
（
覚
）
、
図
ば
か
り
も

(
7
6
1
)

（
流
時

•
よ
べ

・
め
せ
（
覚
）
、
閾
召
さ
れ
け
り
（

3
)
 

@ 

（
流
時
）
ー
と
申
す
（
葉
）
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圃
陸

(763)

（
流
時
覚
）
ー
渚
（
葉
）
、
呻
揃
へ

(
7
6
3
)
I
並
べ

十
八
日
(
7
6
2
)（
流
時
葉
）I

十
八
日
の
（
覚
）
、
闘
事
な
れ
ば

(
7
6
2
)—事
な
る
に

9

9

 

，
 

ーー

く
て

(
7
6
2
)（
時
葉
堂
）
—
烈
し
う
吹
き
け
れ
ば
（
流
）
、
岡
据
ゑ
て

(
7
6
2
)

)
I定
ま
ら
ず
（
流
時
葉
覚
）

⑨
走
三
重
間
皆
紅
の
扇
の
日
出
い
た
る
が
夕
日
に
輝
い
て

(
7
7
3
)

（
時
）
ー
皆
紅
の
扇
の
日
出
し
た
る
が
夕
日
の
輝
い
た
る
に

（
葉
）
・
皆
紅
の
一
扇
の
夕
日
の
輝
く
に
（
流
）
・
タ
日
の
輝
い
た
る
に
皆
紅
の
扇
の
日
出
し
た
る
が
（
覚
）
、
園
上
に

(
7
7
4
)

ー
上
に
漂
ひ
（
流
葉
覚
）
、
暉
ゆ
ら
れ
け
る
を

(
7
7
4
)

下
音

(
7
7
2
)

▽
異
同
無
し

説

明

右
記
に
お
け
る
本
文
異
同
の
底
本
は
尾
崎
本
平
家
正
節
で
あ
り
、
曲
節
名
も
同
書
に
よ
る
。

※
例
え
ば
鑢
の
①
「
失
せ
給
ひ
し
か
ば

(253)

（
流
時
葉
）
ー
失
せ
に
き
（
覚
）
」
と
あ
る
の
は
、
次
の
如
き
意
味
で
あ
る
。
尾
崎
本
平
家
正
節
（

大
学
堂
誉
店
刊
影
印
本
）
の

25
頁
右
下
欄
白
声
に
「
失
せ
給
ひ
し
か
ば
」
と
あ
り
、
流
布
本
・
時
房
本
・
葉
子
本
も
同
様
だ
が
、
覚
一
本
で
は
「
失

せ
給
ひ
に
き
」
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
鑢
の
例
⑨
「
参
ら
れ
け
る
が

(272)
↓
に
（
流
．．． 
）
」
と
あ
る
の
は
、
次
の
如
き
意
味
で
あ
る
。
尾
崎
本
平
家
正
節
27
頁
左
上
欄
白
声
「

参
ら
れ
け
る
が
」
の
部
分
が
、
流
布
本
等
で
「
参
ら
れ
け
る
に
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
↓
印
は
｝
部
分
の
み
の
異
同
を
示
す
わ
け
で
あ
る
。

※
大
学
堂
書
店
影
印
本
で
は
、
尾
崎
本
の
四
頁
分
を
一
頁
に
収
め
て
い
る
故
、
そ
の
右
上
欄
・
左
上
欄
・
右
下
欄
・
左
下
欄
の
順
に
、
そ
れ
ぞ
れ
ー
2

3
4
の
如
く
示
し
た
。
本
稿
で
正
節
本
の
頁
数
を
示
す
場
合
は
、
す
べ
て
こ
の
要
領
に
よ
っ
た
。

＂
穴
そ
の
他
の
諸
本
の
略
号
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
（
覚
）

I
覚
一
本
ー
岩
波
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
る
。
（
葉
）
ー
葉
子
十
行
本
ー
朝
日
古
典
全
書
に

よ
る
。
（
神
）
ー
神
宮
文
庫
本
（
四
霞
底
認
国
）
。
（
静
）
ー
静
嘉
堂
文
庫
蔵
松
井
簡
治
氏
旧
蔵
本
。
（
藤
）
ー
書
陵
部
蔵
藤
波
本
。
（
時
）
ー
下
村
時

房
刊
本
ー
古
典
全
集
本
に
よ
る
。
（
流
）
ー
元
和
七
年
刊
流
布
本
。
（
波
）
ー
松
岡
仲
良
写
波
多
野
流
譜
本
、
東
京
大
学
蔵
。
（
教
）

I
一
方
流
譜

本
、
東
京
教
育
大
学
蔵
。
（
也
）
ー
横
井
也
有
自
筆
譜
本
ー
角
川
書
店
刊
影
印
本
に
よ
る
。
（
農
）
ー
豊
川
検
校
本
、
早
稲
田
大
演
劇
博
物
館
蔵
。

@R  

二
重

下
リ

（
流
時
）
ー
ゆ
ら
れ
け
れ
ば
（
葉
覚
）

（
流
時
葉
覚
）

（時）

（
流
時
葉
覚
）
、
園
烈
し

（時）

I
据
ゑ
（
流
葉
覚
）
、
閾
定
ま
ら
で

(
7
6
2
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※
右
記
諸
本
の
う
ち
覚
一
本
・
葉
子
本
・
時
房
刊
本
・
流
布
本
・
平
家
正
節
の
五
者
以
外
は
、
省
略
に
従
っ
た
場
合
が
多
い
。

本
稿
の
内
容
は
、
昭
和
五
十
三
年
十
月
国
語
学
会
（
於
熊
本
）
に
お
け
る
講
演
と
一
部
重
複
す
る
。
ま
た
「
平
曲
の
国
語
学
的
研
究
」
に
つ
い
て

は
、
昭
和
四
十
九

i
五
十
二
年
度
に
わ
た
り
、
文
部
省
よ
り
科
学
研
究
費
助
成
金
（
一
般
研
究
）
を
う
け
た
。

平
曲
の
詞
章
と
旋
律
（
奥
村
）
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